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 This paper consists of partial translation of Ludwig Hilberseimer’s book Die Großstadtarchitektur 
from German into Japanese and its annotated bibliography.  Ludwig Hilberseimer (1885-1967) was 
German architect, urban planner, critic and teacher who worked at the Bauhaus from 1929 to 1933 and later 
in America.  In 1924 he designed a vertical high-rise city (“Hochhausstadt”) in which a 15-storey 
residential building was built directly above the five-storey commercial area.  This creative urban design 
was visualized through his perspective sketches.  In this paper his view of the large city (“Großstadt”) and 
his explanation of the high-rise city are introduced.  
    In the following bibliography the life and works of Hilberseimer, an outline of the book and the 
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1944 年に『新しい都市〔The New City〕』、1955 年に
















































































































































































一街区に居住可能な住人数は 9, 000 人であり、約
100 万住人を収容するための総面積は 1,400 ヘクタ
ールとなる。それゆえ当時の大ベルリン市域 19)の人
口と同じ 400 万人を収容するためには、5,600 ヘク
タールの面積が必要な計算になるが、それは人口






































































































































記なき場合、Karl-Heinz Hüter, ‘Hilberseimer, 
Ludwig’, Jane Turner (ed.), The Dictionary of Art. 
vol.14, New York, 1996, pp.523-524 の記述を参
照している。 







3) Arbeitskraft für Kunst：ブルーノ・タウトの呼び
かけで 1918 年 12 月に結成された建築家・芸術
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5) R. Pommmer, D. Speath, K. Harrington, In the 
Shadow of Mies: Ludwig Hilberseimer. Architect, 
Educator, and Urban Planner, New York, 1988, 
pp.58-59, 119 参照。さらに 1932 年の『フォル
ム』誌に、「ベルリン・ツェーレンドルフの B
博士邸」という箱形の戸建て住宅を自ら発表し
ている（Die Form, 1932, pp.357-359）。 
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図 2（原書では図 23）．ヒルベルザイマー：高層建築都市の図、南北道路 
 
 
図 3（原書では図 24）．ヒルベルザイマー：高層建築都市の図、東西道路 
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画』、1920 年、3 頁以降） 
 
われわれの都市の概念は、依然として歴史的な過
去と結びついたイデオロギーを基盤としている。塁
壁や門がはるか昔に崩れ落ちたのに、その記憶は今
なおわれわれの頭の中で亡霊のようにうろつき回
っている。現在パリや東京においては 900 万の人口
を、ニューヨークにおいては 3,500 万の人口を収容
する空間が計画されているように、都市計画はわれ
われがこれまで慣れ親しんできたものとはまった
く異なった前提に依拠しているのだ。それゆえわれ
われがこれまで都市のイメージとしてもってきた
空間の完結性を取り除くような、まったく新しい都
市のタイプが生み出されるだろう。その途方もない
拡張は必然的に都市の分散化を余儀なくするだろ
う。それは確かに、最も強力な集中という基盤の上
に可能となるものだ。住宅問題と並んで、交通問題
が全都市組織の最重要事項となるだろう。 
もちろん用途に応じた厳密な分離がなされなけ
ればならないだろう。個々の労働の中心地は、その
同属性に応じて機能的に統合されるのだ。その結果、
世界都市の集中点と同時に、工業の分散が起こるの
である。あるいは工業地区の経済的・空間的な結び
つきを通して、それは自ずから組織的に結びついた
巨大都市へと発展することになるだろう。しかしこ
のことは国家建設と密接に関連しているのである。
将来の国家建設は、大規模な経済集合体の形成に左
右されることになる。一民族国家と多民族国家の統
合から経済統合へ。とりわけわれわれにとっては、
政治的に分裂したヨーロッパ大陸を一つの経済組
織へと統合することが、創造性あふれる指針を与え
てくれるような都市建設政策にとっての前提とな
る。その政策によって、これまで未解決だった大都
市の問題に解答がもたらされるだろう。 
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